


74

画が策定されています。平成25（2013）年度は、

設定した養殖数量が守られているかどうか確認し、

養殖漁場環境の保全に努めました。

農業生産段階での安全管理、衛生管理を徹底す

ることを目的に、三重県型GAP手法の推進拡大

を図るため、ＧＡＰ指導者育成研修会や生産者向

けGAP研修会を開催しました。また、GAPに対

する理解向上を目的に生産者、消費者、指導者対

象のシンポジウムも開催するとともに、GAPの策

定・実践に取り組む団体への助成も行いました。

本県では、県民や企業の皆様から信頼できるパ

ートナーとして認めていただけるよう、県自らが

まず環境負荷の低減に率先して取り組んでいます。

平成12（2000）年2月に本庁およびその周辺

機関においてISO14001を認証取得し、その後

順次対象範囲を拡大しながらISO14001に基づ

く環境マネジメントを推進してきました。

こうした中で、廃棄物の発生抑制及びリサイク

ルの促進、温室効果ガス排出量に係る電気、燃料

等の使用量削減などに大きな成果を上げることが

できました。

また、各所属において、業務特性および地域特

性に応じた独自の目標を設定して、取組を推進す

ることで、職員の環境意識の定着、成熟が図られ

ました。

平成25（2013）年度においても、ISO14001

に基づく環境マネジメントを推進したところです。

なお、このように、組織内での環境活動の定着

が図られたことから、平成25年（2013）度におい

て、本県の環境マネジメントについて見直しを行

い、平成26（2014）年４月から長年の ISO14001

の取組で培ったノウハウを活かしながら本県の行

政運営の仕組みである「みえ成果向上サイクル（ス

マートサイクル）」にマネジメントシステムを一本

化することにより、今までの成果を維持しながら

も、本県の仕組みに合致した、より効率的な運用

を行うこととしました。

本県では、自ら実施する開発事業について、そ

の計画を立案する段階から、環境保全に対する配

慮を審議・調整する環境調整システムを運用し、

県開発事業における環境配慮の徹底を図っていま

す。平成25（2013）年度には2件の開発事業に

ついて審議・調整を行いました。

対象とする開発事業の種類は次のとおりです。

① 道路の整備

② 河川・ダム等の整備

③ 海岸の整備

④ 公有水面の整備

⑤ 港湾の整備

⑥ 森林の整備

⑦ 公園の整備

⑧ 下水道の整備

⑨ 水道の整備

⑩ 農業農村の整備

⑪ 発電所の整備

⑫ 建物の建設

⑬ 用地の整備

⑭ その他
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